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特 別 会 計 
 

国民健康保険事業・簡易水道事業・住宅新築資金貸付 

駐車場事業・老人保健・介護保険事業・農業集落排水事業 

公共下水道事業・浄化槽事業・サービスエリア 

島ヶ原財産区・大山田財産区 
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国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 予算総額 ７，４７３，９６１千円

 
事 業 名 一般被保険者療養給付費 予算額 ２，８２２，２６２千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
一般被保険者の病気やケガに対する療養の給付を行います。国や県からの支出金があります。 

 
事 業 名 退職被保険者等療養給付費 予算額 １，５４２，８３８千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
退職被保険者とその被扶養者の病気やケガに対する療養の給付を行います。被用者保険等保険者の拠

出による療養給付費等交付金が入ります。 
 
事 業 名 一般被保険者高額療養費 予算額 ３００，３８８千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
高額の一部負担金を支払った場合に、限度額を超えた分を払い戻します。国や県からの支出金があり

ます。 
 
事 業 名 出産育児一時金 予算額 ４８，０００千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
被保険者が出産したときに、１件３０万円支給します。２／３を一般会計から繰入れます。 

 
事 業 名 葬祭費 予算額 ３７，０００千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
被保険者が死亡したとき葬祭を行った者に、１件５万円支給します。 

 
事 業 名 老人保健医療費拠出金 予算額 １，６１５，９２３千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
老人医療に要する費用の社会保険診療報酬支払基金への医療費拠出金です。国県等からの支出金があ

ります。 
 
事 業 名 介護給付費納付金 予算額 ４９１，６８６千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
国民健康保険に加入している満４０歳以上６５歳未満の人の介護保険料を納付します。国や県からの

支出金があります。 



 105

 
事 業 名 高額医療費拠出金 予算額 １６８，９００千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
三重県国民健康保険団体連合会が実施主体になり、市町拠出金と国・県負担金により、１件７０万円

以上の診療報酬に対し、７０万円以上の超過分の医療費を負担して、各保険者の高額な医療費の影響を

緩和します。 
 
事 業 名 保健衛生普及費 予算額 ３３，６５３千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
病気の早期発見・早期治療により、国保加入者の健康の保持増進を図るため、人間ドックと脳ドック

を行います。 

 

国民健康保険事業特別会計（直営診療所） 予算総額 １６１，３５１千円 
 
事 業 名 医薬品衛生材料費 予算額 ６１，２３６千円 
（担当：山田診療所・阿波診療所・青山健康福祉課） 
◆ 事 業 概 要 
医療行為に伴なう医薬品（内服薬・外用薬・注射薬）等を購入します。 

 
事 業 名 医業諸費 予算額 ３，７７４千円 
（担当：山田診療所・阿波診療所） 
◆ 事 業 概 要 
健康診断における血液検査の委託等を行います。 
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簡易水道事業特別会計 予算総額 １，９７０，５６０千円 
 
事 業 名 阿波地区簡易水道整備事業（大山田地区） 予算額 ２７５，４００千円 
（担当：施設課） 
◆ 事 業 概 要 
降雨時に取水が高濁度になり、現在の浄水施設では対応が困難なことから、新しく浄水施設を建設

し、併せて配水管も改修します。国庫補助率は、１／３です。 
 
事 業 名 第６次区域拡張事業（青山地区） 予算額 ２０８，０００千円 
（担当：施設課） 
◆ 事 業 概 要 
平成１８年度で事業が完了し、奥鹿野地区等への給水を平成１９年４月１日から開始します。 

  国庫補助率は、４／１０です。 
 
事 業 名 南部簡易水道事業（青山地区） 予算額 １７６，６９０千円 
（担当：施設課） 
◆ 事 業 概 要 
古田地区を除き、平成１７年度で事業が概ね完了し、平成１８年４月１日から給水を開始しますが、

舗装復旧工事と古田地区の配水管布設工事を実施します。なお、古田地区の給水開始は、平成１８年

９月の予定です。国庫補助率は４／１０です。 
 
事 業 名 島ヶ原簡易水道整備事業 予算額 ３９８，１４８千円 
（担当：施設課） 
◆ 事 業 概 要 
第２水源（治水ダムによる表流水を取水しています。）を水源とする第２浄水場施設の老朽化によ

る改修工事で、平成１８年度で完了します。国庫補助率は１／４です。 
 
事 業 名 馬野地区簡易水道整備事業 予算額 １１１，５００千円 
（担当：施設課） 
◆ 事 業 概 要 
浄水場及び配水施設の老朽化のため、生活基盤近代化事業として実施します。 

  国庫補助率は、４／１０です。 
 
事 業 名 我山・出屋敷・比土・古郡簡易水道再編推進事業 予算額 ２１６，０００千円 
（担当：    課） 
◆ 事 業 概 要 
上野上水道第８次拡張事業に基づき、上水道に統合するため、４つの簡易水道を整備し、統合しま

す。国庫補助率は１／３です。 
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住宅新築資金等貸付特別会計 予算総額 １１８，４９９千円 
 
事 業 名 一般管理費 予算額 ３，２３３千円 
（担当：同和課・及び伊賀・大山田・青山支所人権同和課） 
◆ 事 業 概 要 
住宅新築資金等貸付事業については、平成８年度末をもって貸付けを終了し、平成９年度以降につ

いては借受人からの償還業務を行っています。 
一般管理費については、納付書等の印刷・発送業務、収納金電算管理システム保守点検、抵当権等

債権の管理業務、督促業務などを行います。 
 
事 業 名 市債元金償還金 予算額 ８５，５４２千円 
（担当：同和課） 
◆ 事 業 概 要 
住宅新築資金等貸付事業のために借入れた市債の元金を償還します。 

 
事 業 名 市債利子 予算額 ２９，７２４千円 
（担当：同和課） 
◆ 事 業 概 要 
住宅新築資金等貸付事業のために借入れた市債に係る利子を償還します。 
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駐車場事業特別会計 予算総額 ５８，３１３千円 
 
事 業 名 駐車場事業費 予算額 ５８，３１３千円 
（担当：総務課） 
◆ 事 業 概 要 
市営駐車場の管理に係る経費です。 
指定管理者への指定管理料と施設の整備、修繕に係る費用が主なものです。 
事業収益は、一般会計繰出金として、一般会計に繰り入れます。 
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老人保健特別会計 予算総額 ９，７３４，３２７千円 
 
事 業 名 一般管理経費 予算額 ３７，１１２千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
老人保健法に基づく老人医療事業を行うための一般事務経費で、主なものは電算業務関係の委託料で

す。 
 
事 業 名 医療給付費 予算額 ９，５０８，１０６千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
保険医療機関で行われた医療の費用を審査支払機関へ支払いを行います。 
財源は、保険者からの拠出金を社会保険診療報酬支払基金が徴収した交付金６／12、 
国負担金４／1２、県負担金１／12で、市負担分１／12は、一般会計からの繰入金です。 
 
事 業 名 医療費支給費 予算額 １３０，０４３千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
治療用装具、柔道整復の施術、はり・きゅうの施術等について、医療の補完的制度として医療費の支

給を行ないます。医療費の一部負担金が一定額を超える場合、高額医療費の支給を行います。 
財源は、保険者からの拠出金を社会保険診療報酬支払基金が徴収した交付金６／12、 
国負担金４／1２、県負担金１／12で、市負担分 1／12は、一般会計からの繰入金です。 
 
事 業 名 審査支払手数料 予算額 ３９，５０５千円 
（担当：健康保険課） 
◆ 事 業 概 要 
保険医療機関から請求される老人診療報酬の費用の額が算定基準により算定されているか、審査支払

機関に審査を委託しています。審査支払機関である国民健康保険団体連合会、社会保険診療報酬支払基

金へ支払う手数料です。 
財源は、社会保険診療報酬支払基金からの交付金と国の医療費適正化対策補助金の一部です。 
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介護保険事業特別会計 予算総額 ６,４８７,７８２千円 
 
事 業 名 介護認定審査会経費 予算額 ２６,９０８千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
毎週木曜日、保健、医療、福祉の専門家が集まり訪問調査の結果と医師の意見書をもとに審査し、介

護を必要とする程度が認定されます。審査委員の報酬、郵送料が主なものです。 
 
事 業 名 認定調査経費 予算額 ３６，７４５千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
心身の状況を調べるため本人、家族などに聞き取り調査とコンピュータ判定を行い、その後、医師 

が意見書を記入します。意見書手数料、嘱託員報酬が主なものです。 
 

事 業 名 居宅介護サービス給付費 予算額 ２，３１７，５８６千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 １０項目ある介護サービス等諸費の一つで，訪問介護や通所介護などの在宅サービスを利用した場合 
１ヶ月に利用できる上限額が設定されており、利用者の負担は、１割です。給付費は、１９%が第１号
被保険者の保険料、３１％が第２号被保険者の保険料、２５％が国の負担金、１２.５%が県及び市の負
担金から成り立っています。 
 
事 業 名 施設介護サービス給付費 予算額 ２，３３７，０９８千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 介護保険施設に入所した場合、原則、食事と居住費が自己負担（昨年１０月から）で、サービス費用

は、１割負担です。 
 
事 業 名 居宅介護サービス計画給付費 予算額 １８５，４５８千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 介護支援専門員に依頼し、在宅の要介護者に対し、介護サービス計画を作ります。全額が、保険給付

となり、利用者負担はありません。１件につき８，５００円と９，５００円になっています。 
 
事 業 名 介護予防サービス給付費 予算額 ５９４，２０５千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 本年度、給付費の支援サービス等諸費に替わり、新規に設定された介護予防サービス等諸費の中の一

つで、介護予防サービスを利用するのは、要支援１・２の人で地域包括支援センターが作成したケアプ

ランに基づき自立支援に役立つサービスが提供されます。 
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事 業 名 介護予防サービス計画給付費 予算額 １２９，４５６千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 要支援１・２の人に対しては、地域包括支援センターが、介護予防ケアプランを作成します。（指定

居宅支援事業者に委託）利用者負担はありません。 
 
事 業 名 特定入所者介護サービス給付費 予算額 １５５，５１０千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 昨年１０月より、介護施設を利用した場合、原則、居住費と食費が自己負担となったことにより、低

所得者の施設利用が困難とならないように、所得に応じた負担限度額までを自己負担し、残りの基準費

用額との差額分は介護保険から給付されます。 
 
事 業 名 介護予防特定高齢者施策事業費 予算額 ６６，３０２千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 介護が必要になる恐れの高い「特定高齢者」が、生活機能の改善に向けた通所、訪問のサービスを利

用することにより、要介護状態の予防、重度化防止、状態の改善を図ることを目的とする事業で、内容

は人件費等の委託料です。 
 
事 業 名 総合相談事業費 予算額 １０，９１１千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 地域包括支援センターの事業で、地域のケアマネジメントを総合的に行うため、介護予防ケアマネジ

メントのほか、総合的な相談、支援を行います。 
 
事 業 名 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費 予算額 １０，９１１千円 
（担当：介護保険課） 
◆ 事 業 概 要 
 地域包括支援センターの事業で、長期継続ケアの支援、ケアプラン作成の技術指導、助言等を行いま

す。 
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農業集落排水事業特別会計 予算総額 １，００６，３５４千円 
 
事 業 名 施設管理費 予算額 ２４２，９７７千円 
（担当：建設部下水道課、島ヶ原支所産業建設課、阿山支所下水道室、大山田支所産業建設課 ） 
◆ 事 業 概 要 
供用中の上之庄、朝屋・百田、下友生、桂、古山、比自岐、西高倉、府中第１、府中第２、府中 

第３、猪田、長田、中矢第１、中矢第２、上三ヶ区、鞆田、平田、真泥、奥馬野の１９処理施設と、

平成 18年 4月供用開始の花之木、西山、同年 9月から供用開始する広瀬川北地区の計２２施設の維
持管理を行います。 
  利用されている方からの使用料で賄っています。 
 
事 業 名 家庭生活雑排水施設管理費 予算額 ５，４０９千円 
（担当：大山田支所産業建設課 ） 
◆ 事 業 概 要 
大山田支所管内のし尿を除く生活雑排水対策のために建設した処理施設の維持管理を行います。 

 
事 業 名 神戸地区団体営農業集落排水整備促進事業 予算額 ３４３，９０５千円 
（担当： 建設部下水道課） 
◆ 事 業 概 要 （団体営分 ３０２，９０５千円、市単事業分 ４１，０００千円）  
神戸地区内の公共用水域の保全、生活環境の向上を図るため、新規に農業集落排水処理施設を建設

します。 
  補助金、地元からの分担金、市債等で事業費を賄います。 
 
事 業 名 朝屋・百田地区排水処理施設機能強化事業 予算額 ２０，２００千円 
（担当： 建設部下水道課） 
◆ 事 業 概 要 
平成 7年 4月からの供用開始で、設備・機械等の老朽化や機能低下が著しいため、それら設備機械
等の更新を行い、機能の回復及び強化を図ります。 
補助金、地元からの分担金、市債等で事業費を賄います。 

 
事 業 名 市債元金 予算額 ２２２，６１０千円 
（担当： 建設部下水道課） 
◆ 事 業 概 要 
農業集落排水処理施設建設のために、旧４市町村及び伊賀市が借り入れた市債元金を償還します。 
平成１７年度末の市債残高見込額は、７，９８４，７９０千円で、平成１８年度の起債予定額が 
１６７，１００千円であるため、平成 18 年度末残高は、７，９２９，２８０千円となり、前年度
比０．７％減となる予定です。 
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公共下水道事業特別会計 予算総額 ８１３，１７３千円 
 
事 業 名 施設管理費 予算額 ９６，８７５千円 
（担当：建設部下水道課、島ヶ原支所産業建設課、阿山支所下水道室 ） 
◆ 事 業 概 要 
新都市浄化センター、新都市産業汚水処理施設、島ヶ原浄化センター、河合処理区の各処理施設の設

備機器等の運転、保守や汚泥引抜等の維持管理を行います。 
利用されている方からの使用料で賄っています。 

 
事 業 名 計画費 予算額 １３，４２２千円 
（担当：建設部下水道課、青山支所産業建設課 ） 
◆ 事 業 概 要 
上野地区及び青山地区で公共下水道処理施設の計画を予定しています。 
本年度は、事業認可に要する調査測量や都市計画決定申請図書作成等を委託します。 

 
事 業 名 河合地区処理施設建設費 予算額 ６０５，０６２千円 
（担当：阿山支所 下水道室） 
◆ 事 業 概 要 （補助事業分 ５８４，２１８千円、市単事業分 ２０，８４４千円）  
阿山支所管内の公共用水域の保全、生活環境の向上を図るため、河合地区で特定環境保全公共下水道

処理施設を建設しています。 
伊賀支所西部処理区のせせらぎ浄化センターを共同利用し、排水管路の工事を施工し、面整備を行い

順次供用開始していきます。 
事業費は、補助金、受益者負担金、市債等で賄います。 

 
事 業 名 島ヶ原地区処理施設建設費 予算額 １４，０００千円 
（担当：島ヶ原支所 産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 （補助事業分  １０，０００千円、市単事業分  ４，０００千円）  
島ヶ原支所管内の島ヶ原浄化センター処理区内の整備を行っています。 
事業費は、補助金、市債、一般財源等で賄います。 

 
事 業 名 市債元金 予算額 ４７，４４７千円 
（担当： 建設部 下水道課） 
◆ 事 業 概 要 

公共下水道処理施設建設のために、旧３市町村及び伊賀市が借り入れた市債元金を償還します。 
平成１７年度末の市債残高見込額は、１，９０４，９２４千円で、平成１８年度の起債予定額が 
２９２，４００千円であるため、平成 18 年度末残高は、２，１４９，８７７千円となり、前年度
比１２．９％増となる予定です。 

 



 114

 

浄化槽事業特別会計 予算総額 １１２，２５４千円 
 
事 業 名 一般管理経費 予算額 １５，１７４千円 
（担当：青山支所産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
市債借入に対する県補助金や、浄化槽使用料の収入から浄化槽の維持管理費を差し引いた額を、将来

の浄化槽の修繕等に備えて浄化槽事業財政基金に積立てます。県補助金は１３，２２７千円で、起債元

金の償還に充てられます。 
 
事 業 名 生活排水処理施設整備事業 予算額 ８５，０３７千円 
（担当：青山支所産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
『浄化槽事業』とは青山支所管内の浄化槽区域において、市が浄化槽を設置し、維持管理を行う事業

で浄化槽の設置については、市が申請者の指定する土地に浄化槽の設置工事（浄化槽本体・ブロア・ス

ラブコンクリート）を行い、設置完了後は申請者から工事費の１０分の１を分担金として納めていただ

くもので、国庫補助金は２８，３３７千円です。 

（担当：青山支所産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
 当事業で所管する浄化槽の維持管理を行います。使用者（申請者）の負担となる浄化槽使用料を財源

として、年１回の法定検査、年３回の保守点検、年１回の清掃作業を行います。また、浄化槽が故障し

た場合等の修繕も行います。 

（担当：青山支所産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
平成１６年度及び１７年度に借り入れた市債の利子を償還します。 
平成１７年度末の市債残高見込額は４６，４００千円で、１８年度の起債予定額が４８，１００千円 
であるため、平成１８年度末の市債残高見込額は９４，５００千円となる予定です。 
 

事 業 名 生活排水処理施設維持費 予算額 １０，２１０千円 

事 業 名 市債利子 予算額 １，４８３千円 
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サ－ビスエリア特別会計 予算総額 １８，９７８千円 
 
事 業 名 施設管理経費 予算額 １２，２４２千円 
（担当：伊賀支所産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
伊賀サ－ビスエリアは、平成１７年８月に国土交通省より、「道の駅 いが」として登録され、自動

車専用道路である名阪国道から直接利用できる道の駅としての接続手続きを完了した後、同年１２月か

ら整備済みの駐車場、情報提供施設及び地元特産品等を販売する商業施設等をもって供用を開始してい

ます。 
伊賀地域の東側の玄関口として、伊賀を訪れる人々への情報発信基地として幅広く活用していきま

す。 
◎具体的な事業 
① 情報提供施設、トイレ等維持管理       ５,４３６千円 
② 花壇植栽業務及び芝生維持管理業務        ４０９千円 
③ 周辺施設整備工事                     ５,３３７千円 
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島ヶ原財産区特別会計 予算総額 ３５，０７３千円 
 
事 業 名 一般管理経費 予算額 ２５，７０５千円 

（担当：島ヶ原支所総務振興課） 
◆事 業 概 要 
 昭和２８年災害を被災した島ヶ原地区において、新市発足において財産区が設立され３年目を迎えま

す。 
委員長を含む７名の委員による島ヶ原財産区管理会において財産区の運営を行います。 
本年は今後の財産区有林の整備を計画的に実施するため、施業計画を策定し、剰余財源は基金積立て

します。 
 
事 業 名 財産区有林造成事業 予算額 ９，２４３千円 

（担当：島ヶ原支所総務振興課） 
◆事 業 概 要 
ゴルフ場への貸付料を原資として北部山林を中心に財産区有林を整備していきます。 

 本年は、北部山林の境界を明確化する事業、除伐、本数調整伐を実施します。 
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大山田財産区特別会計 予算総額 ６，４７９千円 
 
事 業 名 財産区有林造成事業 予算額 ２，０７６千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
森林の公益的機能の維持増進を図ることを目的に、財産区有林整備計画に基づき撫育管理（除間伐）

を行います。 
 
事 業 名 緑資源機構造林造成事業 予算額 １，５８９千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
 独立行政法人「緑資源機構」との分収造林契約に基づく造林事業で、実施計画に基づき撫育管理（除

伐、枝打ち）を行います。 
 
事 業 名 千歳の森造成事業 予算額 ８４６千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
緑豊かな永久財産として保全、継承してきた「千歳の森」を、財産区有林整備計画に基づき撫育管理

（除間伐）します。 
 


